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10 2０ ０ 3０Ｓ 
図３時間利用類型の曜日ごとの規則性
（アンケート調査による）
－１４４－ 
『Ａ型のタイプのプロジェクトを実行する可能性が
最も高いのは，内職に従事している人であり，無
職の人でないことが注目される。この要因として，
家事の時間的分断性や，幼児のいることによるモ
ビリティの低下などが考えられるが，家族構成や
所得水準なども考慮しなければならないため，今
後の検討課題としたい。
Ｖ４週間の中での活動
これまでは，１日を単位としてその時間配分の
特徴と１日の中で生じる外出行動を考察してきた。
ここでは，こうした１日単位の活動が４週間の中
でどのように構成されているかを検討する。
まず最初に，個人ごとの４週間を通じた６つの
時間利用類型の出現に，曜日ごとの規則性がある
かどうかを検討してみる。図３は，前稿と同様の
方法によって，４週間の時間利用類型の出現の曜
日ごとの規則性を，シミュレーションによって再
現した場合と，実際の記録にみられたものを比較
したものである。対角線の左上に分布する点が多
いことから，４週間を通じた時間利用には，曜日
ごとの規則性がみられると考えられる。
VＩむすび
本稿では，主婦の１日の時間利用と１日の中で
生じる外出行動，そして，４週間を通した活動の
考察を行った。その結果，前稿で認定した１日の
時間配分の６つの型が大都市の郊外である尾張旭
市の事例でも認められた。時間配分の特徴は，名
古屋市東区の場合と尾張旭市の場合ともかなり共
通していた。これらの６類型の特徴を模式図で示
したのが図４である。表７就業状態別の６類型の日数
Ａ型Ｂ型Ｃ型Ｄ型Ｅ型Ｆ型
在宅余暇
９（4.0） 
19（6.0） 
18（4.1） 
115(51.3）４８(21.4） 
１０（3.1）141(44.3） 
３（0.7）273(62.2） 
パート
内職
無職
26(11.6）９（4.0） 
76(23.9）７（2.2） 
85(19.4）１９（4.3） 
17（7.6） 
65(20.4） 
41（9.3） 
＊かっこ内は％（アンケート調査による）
次に，上でみた曜日ごとの規則`性以外には４週
間を通した時間利用類型の出現に特徴がないか否
かをさらに検討してみる。表７は，表２の時間利
用類型の出現日数を就業状態別に集計し直したも
のである。就業状態は，パートタイマー，内職，
無職の３つに分け，家族従業者は１人しかいない
ため省いた。
パートタイマーは，外出労働時間の大きいＢ型
の日数が多く，外出余暇時間の比較的大きい２つ
の型，Ａ型とＤ型の日数が少ない。内職の人は，
Ｆ型の日数の占める割合が高いのは当然としても，
Ａ型やＤ型の日数の占める割合は無職の人よりも
高い。無職の人は，Ｃ型の日数の割合が高く，そ
の他の型は比較的低い割合となっている。
これらの点から，外出余暇時間の大きいＤ型や
働
在宅労働
外出余暇
図４１日単位の時間四日分の模式図
図では，睡眠時間はほぼ毎日一定であるとみな
し省いてある。１日の時間配分は，在宅労働，外
出労働，在宅余暇，外出労働の４つの頂点を持つ
正４面体の中に位置づけることができる。例えば，
ここで認定された６類型のうちのＡ型は外出余暇
時間の非常に大きいタイプであったため，外出余
暇の極近くの位置に描かれ，Ｄ型はこれよりはや
や内側の位置に描かれる。社会全体に一般的にみ
られる主婦の１日の時間利用のプロジェクトは，’ －１４５－ 
可
このように模式的に示され得る６つのタイプに分
けられるだろう。そして，労働市場に参加するこ
とは，長期的にみて，Ｂ型のプロジェクトを行う
ことになる。さらに，従来の日本型慣行雇用体系
の下では，Ｂ型のプロジェクトを選択することは，
その他のプロジェクトを遂行することが非常に困
難となることを意味していた。しかし，高度成長
期以降，労働市場が逼迫し，新しいプロジェクト
として，パートタイマー等の短時間就業雇用が社
会に広く普及し，Ｂ型に近いＤ型の時間配分がひ
ろがった。これには，家事の機械化や世帯規模の
縮小なども影響している。Ｄ型のプロジェクトは，
他の型と（長期的にみて）両立が可能であり，こ
れが，女子労働力率を高めることにつながった。
一方，従来の都市の主婦に広くみられたのは，
Ｃ・Ｅ．Ｆ型のプロジェクトである（実際に存在
していたのか，それとも，社会的規範としてのみ
存在していたかは不明であるが)｡家事労働の機械
化や市場化の進展，家族規模の縮小，教育水準の
上昇（主婦自身と子供の両方）は家事労働時間の
削減と，余暇時間の増大をもたらした。また，社
会的にも，余暇産業の発達により，カルチャーセ
ンターやスポーツ施設などの余暇機会の供給が増
大した。こうした結果，Ａ・Ｄ型のプロジェクト
が社会に拡大したと考えられる。
しかし，家事労働の市場経済化が進展したとい
っても，育児や病人の介護といった市場経済にの
りにくい家事は依然として主婦の手に委ねられて
いる。それゆえ，ここで観察されたＣ型やＥ・Ｆ
型の時間利用のプロジェクトを，自発的なものか，
Tiversのいう「社会的制約」により主婦に課せら
れたものかは，判断することができない。これら
の点は，今後の取り組むべき課題として残されて
いる。
本稿は，1987年度人文地理学会大会にて発表した内容に
加筆訂正を加えたものである。講義を通してご指導を頂い
た松井貞雄先生に本稿を献呈致します。
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